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集

水
道
給
水
開
始
百
周
年

市
貯
水
事
業
の
始
ま
り
（
昭
和
初
期
）

市
最
初
の
ダ
ム
建
設

　
水
道
施
設
の
拡
張
に
明
け
暮
れ
た
明

治
・
大
正
時
代
を
経
て
昭
和
に
入
る
と
、
軍

の
増
強
に
伴
う
原
水
分
与
の
打
ち
切
り
や

著
し
い
給
水
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
本
市

は
水
不
足
に
陥
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
独
自
に
新
た
な
水
源
を
求
め
、

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
貯
水
能
力

百
四
十
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
 菰
  田
 ダ
ム

こ
も
 
だ

を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
建
設

し
た
最
初
の
ダ
ム
で
、
こ
れ
に
よ
り
念
願

で
あ
っ
た
、
ダ
ム
（
菰
田
）
か
ら
浄
水
場

（
山
の
田
第
二
）
を
経
て
各
家
庭
ま
で
の

一
貫
し
た
市
独
自
の
施
設
に
よ
る
給
水
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

　
菰
田
ダ
ム
完
成
の
翌
年
、
太
平
洋
戦
争

が
開
戦
し
、
こ
れ
に
伴
い
旧
海
軍
は
さ
ら

な
る
水
道
施
設
拡
張
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
初
め
て
大
量
に
水
を
浄
水
で
き

る
急
速
ろ
過
池
を
取
り
入
れ
た
大
野
浄
水

場
（
瀬
戸
越
一
丁
目
）
は
、
同
十
八
年
、

山
の
田
浄
水
場
に
程
近
い
場
所
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
十
九
年
に
建
設
さ

れ
た
 相
  当
 ダ
ム
（
上
柚
木
町
）
は
、
旧
海

そ
う
 と
う

軍
が
建
設
し
た
最
後
の
ダ
ム
で
す
。

　
旧
海
軍
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
拡
張
さ
れ

続
け
た
本
市
の
水
道
は
、
同
二
十
年
、
太

平
洋
戦
争
が
終
結
し
、
軍
が
解
体
さ
れ
た

た
め
、
旧
海
軍
施
設
の
す
べ
て
が
市
に
無

償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
に
至
る
市
給
水
事
業

給
水
能
力
の
増
強
と
渇
水

　
旧
海
軍
施
設
の
無
償
譲
渡
に
よ
り
、
本

市
水
道
の
給
水
能
力
は
、
一
日
約
三
万
立

方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
が
、
駐
留
軍
、

工
業
用
水
な
ど
へ
の
給
水
量
を
除
く
と
、

約
一
万
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル
し
か
使
用
で

き
ず
、
当
時
の
給
水
人
口
約
十
万
人
を
賄

う
に
は
少
な
す
ぎ
る
量
で
し
た
。

　
昭
和
二
十
五
年
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
る

と
事
態
は
さ
ら
に
深
刻
と
な
り
、
た
び
た

び
給
水
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
戦
前
に
旧
海
軍
に
よ
り
建
設

が
進
め
ら
れ
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
中
止

さ
れ
て
い
た
川
谷
ダ
ム
の
建
設
に
取
り
か

か
り
、
同
三
十
一
年
三
月
、
当
時
で
は
市

内
最
大
の
ダ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
本
市
の
給
水
能
力
は
一
日

約
四
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
給

水
制
限
の
悩
み
は
解
消
し
、
同
三
十
四
年

の
柚
木
浄
水
場
の
完
成
に
よ
り
、
山
間
部

な
ど
へ
の
安
定
的
な
給
水
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
産
業
の
発
展
、
市
街
地
の
拡

大
、
生
活
水
準
の
向
上
は
水
需
要
の
増
大

を
も
た
ら
し
、
さ
ら
な
る
水
源
開
発
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
同
四
十

三
年
に
 下
 の
し
も

 原
 ダ
ム
、
同
四
十
四
年
に
広

は
る

田
浄
水
場
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
増
大
す
る
水
需
要
へ
の
抜
本
的
な
対

策
に
は
程
遠
く
、
本
市
は
慢
性
的
な
水
不

足
に
悩
ま
さ
れ
、
平
成
六
年
に
は
、
百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
た
 未
曾
有
 の
大
渇
水
が

み

ぞ

う

起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
給
水
制
限

は
二
百
六
十
四
日
間
と
い
う
長
期
間
に
お

よ
び
、
長
い
と
き
に
は
一
日
二
十
一
時
間

と
い
う
断
水
も
行
わ
れ
、
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
の
大
渇
水
を
受
け
、
水
道
の
南
北
融

通
施
設
や
小
森
川
取
水
安
定
施
設
な
ど
を

同
十
年
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
こ
と
し
二
月

に
は
、
市
南
部
水
系
唯
一
の
ダ
ム
で
あ
る

下
の
原
ダ
ム
の
 嵩
 上
げ
工
事
が
完
成
し
ま

か
さ

し
た
。
し
か
し
、
本
市
の
慢
性
的
な
水
不

足
は
完
全
に
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
実
情
で
す
。
渇
水
の
不
安
を
完
全

に
な
く
す
た
め
に
は
、 石
  木
 ダ
ム（
東
彼
杵

い
し
 
き

郡
川
棚
町
）の
建
設
が
不
可
欠
で
、
ダ
ム
建

設
の
た
め
、
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
と
し
水
道
給
水
開
始
百
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て

「
水
の
大
切
さ
」
を
考
え
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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相当ダムの慰霊碑

菰田ダム（市が建設した最初のダム）

渇水時の下の原ダム

～多くの犠牲を伴い完成した相当ダム～

　相当ダムの建設には、太平
洋戦争で 捕  虜 となった連合国

ほ りょ

軍兵約300人も動員されまし
た。突貫工事と重労働により、
連合国軍兵53人、日本人14
人が犠牲となり、現在、ダム
のそばには、亡くなった67人
の慰霊碑が立てられています。

相当ダムの慰霊碑

●5 

ピッチ チャップ

市内のダム総貯水量（変遷）

使用可能日数総貯水量年　　代

約48日分2,646,000弱　昭和25年当時

約78日分4,256,000弱　昭和31年当時（川谷ダム完成後）

約65日分4,256,000弱　昭和39年当時

約75日分5,575,000弱　昭和44年当時（下の原ダム完成後）

約62日分5,575,000弱　平成5年当時（渇水前）

約77日分6,438,000弱　現在（下の原ダム嵩上げ後）

下の原ダム嵩上げ工事が竣工しました

　と　き：6月3日（日）
　ところ：アルカスSASEBO
　内　容：厚生労働省の主催行事。式典
　　　　　 や 桂三枝 さんの記念講演など

かつらさんし

①第29回水道週間中央行事

　と　き：12月8日（土）
　ところ：アルカスSASEBO
　内　容：NHK公開番組ファミリー
　　　　　コンサート

おかあさんといっしょ
ファミリーコンサート

 水道給水開始100周年記念行事 

　市南部水系にある下の原ダムの嵩上げ工事は、水資源確
保の中期対策として、平成7年度から取り組んできた事業
で、平成15年から本体工事に着手し、約3年の歳月をかけ
て完成させました。
　ダム高を5.9杓嵩上げすることで、山の田ダムと転石ダ
ムを合わせた貯水量を上回る863,000弱（通常使用分
636,000弱と渇水対策用分227,000弱）が新たに貯水可能
となり、市内最大のダムとなりました。

【所在地】下の原町

【概　要】重力式コンクリートダム

変更後変更前

 36.5杓岳 30.6杓：○ダム高

178.0杓岳 169.5杓：○ダム長

2,182,000弱岳1,319,000弱：○有効貯水量

14,800弱/日岳11,800弱/日：○取水量

　と　き：9月2日（日）
　ところ：アルカスSASEBO
　内　容：明治40年の水道給水開始から
　　　　　 100年目を記念した式典など

②水道給水開始100周年記念式典

　と　き：10月下旬
　内　容：
　　①下の原ダム周辺のウオーキング
　　②市内のダムの見学ツアー

③ウオーキング＆ダム見学ツアー
④


